



切首sstudy examines Japanese class in junior high school.明lepurpose of this 
study is to le七juniorhigh母choolstudents be∞rne interested in Japanese Classic 
U飴Irature.1 formed a les鈎 nas姐 exampleu血 gWAKAin a Japanese clas自.1位ieda
lesson for junior high sch∞，1 student through teaching practice圃Afterthat， 1陀E田ton
the lesson and exa出neJapanese class in junior high sch∞，1. 





































































































































































































































































































































































C 3 rどうし、うこと ?J
C 2 rその人はもう死んでしまっていて J 
C 1 rええー 」
C 3 r死んでるって言い過ぎじゃないのJ
C 2 rいや，相手がもう死んでしまっているから
その人に会うのは夢しかないっていう気持ちで作
った和歌だと思うJ
C 1 rいやいやJ
C2 九、や，そうだと思う」
この和歌が「好きな人に会えない和都知である
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という考えは共通しているが，なぜ二人は会うこ
とができないのかという部分でC2と他の生徒で
は意見が分かれていた。他の生徒は理由について
「お互いが忙しくて会えないJ，r片思いだから会
えない」という考えを持っていた。 C2も同じよ
うな理由を考えていたと恩われるが，作者が夢に
対して大きな期待キ希望を寄せていると感じ取り，
夢に対する思いがここまで大きいのはどうしても
相手と会えない状況なのではないかと考え，r相手
がもう死んでしまっているからその人に会うのは
夢しかないっていう気持ちで作った和喜ぬという
考えを持つに至ったのではないかと考える。自分
のこれまでの体験ヰ経験と，和歌に表現されてい
る内容とを照らし合わせて考えていることがうか
がえる。
この和歌に関する話し合いの結果を全体で確
認した後，和歌が詠まれた当時は，女性はなかな
泊汐ト出することができなかったことや直接顔を合
わせて会うことがほとんどなかったこと，現代と
は違って相手とはなかな均会うことができなかっ
たことを説明した。
b) rl1ざくら…」
ぼんやりとした霧の聞から少しだけ美しい山
桜が見えたように，ちらりとあなたの姿を見かけ
てから、あなたのことが〔 し
この和歌に対しては，現代語訳の穴埋めをする
ことを指示し，また「和歌の作者がなぜ和歌を贈
った相手を桜に例えたかJという発問をした。
生徒は現代語訳の穴埋めの部分に「好きだJ，
「忘れられない」というような言集を入れていた。
この和歌についてはどのような状況で二人は出会
ったのか，作者は男か女かという具榊告な部分に
ついても話し合いをしているグノレープも見られた。
作者は男か女かについて話し合っていたグル
ープでは，当時の人々の生活に関する情報を踏ま
え，相手を見かけることができるのは男性である
という結論となった。
生徒の中には「山ざくらJという部分に関して，
現代に咲いている桜と同じものであると考えてい
いのかと疑問に感じている生徒も見られた。より
詳細に想像を働かせるにはより多くの情報が必要
であった。和歌に詠み込まれている植物や動物な
どの自然物に関する資料をそろえる必要もあった
と感じている。
c) r久しくも…J
あなたと会わなくなってからずいぶん時間が
たちました。住の江の( )のように誰かを
ずっと( )ということはこんなにも苦し
いことなのですね。
この和歌は生徒に掛調という表現技法を提示す
るために使用した。今回の授業実践では，この和
歌について話し合う時聞が取ることができず，教
師による掛詞の説明とその具体例の提示という形
となった。表現技法は3時間目に再提示した。
当初は「久しくもなりにけるかな住の江の松は
くるしきものにぞありけるJというように，掛詞
が使われている 「まつJの部分を植物の「松Jと
表記し，生徒に提示していたが，生徒から「まつ
の部分は平仮名でなければ蹴司だとはわからないJ
という指摘があり，その後は掛調が使われている
部分は平仮名で表記することとした。
1時間目の授業では生徒が和歌に抵抗感を持
たないこと，和歌に関心を持っととをねらいとし
ていた。話し合いは多くのグループが積極的に行
っている様子であった。掛調をきちんと取り上げ
る時間を取り，和歌に使われている言葉にも注目
させ，言語としての面白さを感じさせたかったと
いう反省もあった。また古今和歌集仮名序は三首
の和歌を鑑賞する前ではなく，鑑賞した後に読む
ことで，仮名序に書かれている内容に実感を持つ
ことができたのではないかと考える。
2時間目以降は季節を題とした和歌を取り上
げた。1時間目の和歌とは題材が異なっており，
戸惑いを見せた生徒の姿も少なからず見られたよ
うである。
d) r恋ひ恋ひて…」
3時間目は秋，冬を題とした和歌を鑑賞した。
そして1時間目に提示した和歌の表現技法の再提
示を行った。そのことを受け， r恋ひ恋ひて…」の
和歌には掛詞が使われているのではなし、かと考え
た生徒がいた。この生徒は「和歌のにひとひて」
の「こひJの部分に 「恋いJと 「来い」の二つの
言葉が重ねられていると考え， r相手が恋しいとい
う気持ちと相手に自分のところに来てくださいと
いう気持ちが重なっているんじゃないかと思いま
した」と話していた。このように掛調という観点
から和歌を鑑賞しようとする生徒の姿が見られた。
②ショートストーリーを書く
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4時間目と 5時間目は選んだ和歌をもととした
ショートストーリーを書くという活動とした。シ
ョートストーリー を書くために構想を練る時間や
そ濯んだ和歌に関する意見交換の時間も取るよう
にした。以下はショートストー リーを書く活動に
関する授業実践の結果である。
a) r山里は…Jについて
ショートストーリーの構想の時間で「この和歌
をもとに，家族がいない，一人ぼっちで病室にい
る人のストーリーを書いてもいいですかJとこち
らに尋ねてきた生徒がいた。この生徒は，この和
歌が詠まれるのにふさわしい状況として 「一人ぼ
っちで病室にいるjという状況を考えた。授業者
はその場では，この生徒は冬の山里のひっそりと
した情景を詠んだ和歌からあまりにも飛躍したス
トーリーを書こうとしているのではないかと感じ
た。しかし後から振り返ると，自分のもとに訪ね
てきてくれる家族も人もおらず，ひっそりと静か
な病室で一人で過ごすという人の心情は，この和
歌を詠んだ作者の心情と共通しているところがあ
ることに気がついた。
b) r世の中に…J
生徒の中には選んだ和歌ではショートストー
リーを書くことができないという生徒も見られた。
周りの生徒からは 「書けないなら他の和歌にした
らいいじゃないJと言われていたが， rこの和歌以
外ではできないJと話し，活動に取り組んでいた。
授業者はこの和歌のどこが気に入ったのかを尋ね
たところ，生徒は「よくわからないけどこれがい
い，これじゃなきゃだめだJと話した。この生徒
と周りの生徒のやり取りから，ショートストーリ
ーを書くもととなる和歌は「気に入った和歌J，rシ
ョートストーリーを作りやすい和歌」などの基準
で選ばれていることがうかがえる。
c) r山高み…」
この和歌は三人の生徒が選んでいた。生徒Aは
すぐにショートスト}リー作成に取り組んだが，
生徒Bと生徒Cは 「作者はどこにいて和歌を詠ん
だのか'J，rそして作者l討晶去に何があったのか'J，
「なぜ桜に対して共感をおぼえていたのか」とい
う疑問に対して，術専のして理由が，思いつかない
様子であった。
その後，生徒Aが「自分があまりにも身分が高
くなってしまって，親しかった友人が寄り付かな
くなってしまった自分を桜に例えているんだ」と
自分の考えを一人に伝えたが，二人は生徒Aの考
えに納得できないという反応を見せた。
生徒A，生徒B，生徒Cの中では桜と自分の境
遇を重ね合わせているところは共通した考えのよ
うであったが， r高い」というところへの費税財宝異
なっているようである。「身分が高い」と「山の標
高が高し、Jに使われている「高い」はそれぞれ意
味が異なっていると生徒Bと生徒Cは感じたのだ
と考えられる。だからといって他に桝専のいく理
由も考え付かないでいる様子であった。
やがて生徒Bは生徒Aの考えをそのままにシ
ョートストーリーを書いて活動を終わらせたが，
満足していない様子であった。一方で生徒Cは一
人で考え続けた末に「どこにも行くことができな
い自分，誰も見てくれない桜を自分だけは見守っ
ていようと決意する」というショートストーリー
を書いた。生徒Cは満足した様子で活動を終えた。
d) r咋日こそ…j
季節を題とした和歌の中では，この和歌つが最も
多く選ばれていた。この和歌をもとに物思いにふ
けりながら帰り道を歩く少年というストーリー，
農作業にいそしむ人々のストーリーなどが書かれ
ていた。ストーリーの構想に悩んでいる様子もほ
とんどなく，早々とショートストーリーを書き終
えていた。書き終えた生徒の中には周りと自分が
書いたショーとストーリーを見せ合っている生徒
の姿も見られfらその中で「あぜ道は違うよ，こ
こであぜ道に来るのはおかしいよJという指摘を
受け，ショートスト}リーの一部分を直している
牛徒も見られた。
4 考察
授業実践の結果から考察を行い，構想した授業
の教材の選定と学習活動の工夫が適切なものであ
ったかを検討していく。
(1)耕拘選定
耕持古今和歌集の中から恋愛を題とした和歌
と季節を題とした和歌を取り上げた。先にも述べ
たように， 2時間目に取り上げた和歌は1時間自
の和歌とは題が異なっており，そのことに戸惑い
を見せていた生徒も見られたようである。恋愛と
季節はどちらも当時の人々の心が大きく動いたも
のを和歌として残しており，内容にそれほど違い
はないと考えていた。しかし生徒の反応から考え
ると，やはり違いがあると思われる。
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季節を題とした和歌については，先に「季節の
移り変わりや情景，自然をきっかけとして沸き起
こった喜怒哀楽の感摘を和歌に詠み込んでいるこ
とがあるJi::述べた。その認識に誤りがあったの
ではないかと考える。家族や友人を亡くしたとき
のことを詠んだ哀傷歌，別れを詠んだ離別歌など
を教材とすると，戸惑いが軽減されたのではない
かとも考えた。
(2)学習活動の工夫
学習活動として，和歌をもとにしたショートス
トーリーを書くという活動を設定した。和歌が詠
まれたときの作者の心情そ棋況，周りの風最など
を想像し，ショートストーリーとして書きまとめ
るという活動を行った。
この活動によって，生徒は和歌に込められてい
た作者の思いを自分の中で納得できるものへと変
換することができていた。それは rl1J皇は…」の
和歌を選んだ生徒からうかがえる。
和歌の作者が草木も枯れ，人々の訪れが絶えた
山里にいると仮定すると，作者は孤独感やさびし
さを感じていただろうと考える。生徒が考えた「一
人ぼっちで病室にいるjという人もまた孤独感や
さびしさを感じていたと恩われる。古今和歌集仮
名序に「心に思ふ事を，見るもの聞くものにつけ
て、言ひ出せるなり」とあるように，和歌は作者
の心情が表現されたものである。情景を詠んでい
るものであっても，そこには作者の心情や感動が
表現されているのであるロそのため授業者が「冬
の山里のひっそりとした情景を詠んだ和歌からあ
まりにも飛躍したストーリーを書こうとしている
のではないかJと感じたことは，和歌の本質から
は外れていたと考える。むしろ生徒は和歌の作者
の心情を読み取り，現代の生活の場面から同様の
心情が沸き起こるものを見つけることができてい
た。このショートストーリーを書く活動は和歌の
イ惜の心情を実感し，古典に描かれているものや
人々に関心を持つということをねらいとしていた。
この活動では，授業者はあまりにも和歌にこだわ
ってしまい，生徒の想像力などに制限を加えてい
たのではないかという反省があった。
また，ショートストーリーを書くという活動が
ゆえに，和歌と生徒が気に入った和歌9 シヨ}ト
ストーリーを書きたいと感じる和歌が一致しない
という問題点が生じていた。これは「世の中に…」
の和歌を選んだ牛a徒の様子からうかがえる。
この生徒が「世の中に…」の和歌を選んだ理由
として考えられることは「和歌の言葉の響きが気
に入ったん「もし桜がこの世になかったら，とい
う反実仮想、を利用した手法が見事だと，思った」と
いうことである。生徒は気に入った和歌でショー
トストーリーを書きたいと考えていたが，気に入
った部分を反映させることができずに悩んでいた
のではないかと考える。逆に，気に入った和歌が
あったとしても，ショートストーリー作成のため
にストーリーを書きやすい和歌を選んだ生徒も存
在する可能性がある。これは「世の中に…」の和
歌を選んだ生徒と他の生徒とのやり取り，また「山
高み…Jの和歌を選ぴ，納得しきれないまま活動
を終わらせた生徒Bの様子からうかがえる。
ショートストーリーを書くための和歌として
よく選ばれていたのは， r昨日こそ…」などの現代
においても，普段から日常的に見ることができる
風最を詠んだ和歌であった。現代と共通している
部分，現代とのつながりを考えやすい和歌はショ
ートストーリーを書くという活動に取り組みゃす
かった様子である。これは生徒がショートストー
リーを書く際に，自分の経験や体験と照らし合わ
せながら和歌を鑑賞し，想像を広げていたからだ
と考えられる。
逆にショートストーリーを書くための和歌と
してあまり選ばれなかった和歌は， r冬ながら…」
など，見立て，掛詞といった表現技法が使われて
いる和歌であった。授業者は，表現技法が使われ
ているからといって和歌を面白いと感じるわけで
はないと考え，また気に入った和歌だからといっ
てショートストーリーを作ることができるわけで
はないとも考えた。しかし，それは先にも述べた
ように表現技法などがショートストーリーを書く
ことに反映されにくいことにあった。
この授業実践では掛調，見立ての表現技法を生
徒に提示した。表現技法の中でも掛調はショート
ストーリーに反映しにくい部分があった。しかし
「この和歌は自然のものを詠んでいるように見せ
かけて，見立てを使って，自然のものに誰かを例
えている恋の和歌なのではないか」と和歌の解釈
をしている生徒も見られた。「山高み…」を選んだ
生徒も見立てという観点から和歌を解釈し，スト
ーリーを構想している。見立ては和歌の解釈やシ
ョー トストーリー の構想、に役立つたといえる。よ
って和歌の表現技法を提示したことは有効であっ
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たのではなし、かと考える。
5 到達点と課題
中学生が共感しやすいもの， 日常生活で見聞き
できるものが詠まれたものを耕寸とすれば，生徒
は関心を持って古典学習に取り組むことができる
とわかった。そして生徒なりに古典の面白さを発
見することができる。しかし，今回の授業実践で
は生徒が発見した面白さを反映できる学習活動と
は言い切れなかった。また，今回の授業実践での
生徒の発話内容など，生徒の学習活動の正確な記
録が十分に取ることができなかったことも課題と
して挙げられる。今後も教材の選定，学習活動の
工夫について追究し，生徒が古典に親しむことが
できるような中学校国語科の授業の実現を目指し
たい。
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